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力
あ
る
特
産
品
の
掘
り
起
こ
し

な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
寄
附
額
拡
大
に
向
け
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
事
業
者
の
み
な

さ
ま
へ
の
側
面
支
援
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
小
規
模
事
業
者
の

経
営
安
定
や
雇
用
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
融
資
を
受
け
た
場

合
の
利
子
の
一
部
補
助
や
、
少

子
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
求
人
、

採
用
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
地

元
企
業
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
令
和
７
年
度
も
継
続
し

て
「
紀
宝
町
合
同
就

職
説
明
会
」
の
開

催
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、

企
業
や
店
舗
改

修
等
に
対
す
る

「
創
業
支
援
助
成

金
」、「
空
き
店
舗
再

生
事
業
費
補
助
金
」、「
店

舗
魅
力
ア
ッ
プ
補
助
金
」
等
に

つ
い
て
も
、
町
商
工
会
と
連
携

し
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
５
年
度
か
ら

町
商
工
会
が
発
行
・
販
売
し
て

お
り
ま
す
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
紀

宝
町
商
工
会
共
通
商
品
券
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
度

は
発
行
数
を
２
倍
に
拡
充
し
、

町
内
店
舗
で
の
消
費
拡
大
を
促

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
併
せ
て
、
物
価
高

騰
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
町

民
の
み
な
さ
ま
へ
の
支
援
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
「
紀

の
宝
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
の

販
売
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
to
ロ
ー
カ
ル

新
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

青
森
県
藤
崎
町
と
の
地
域
間

連
携
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

６
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
両

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
相
互

に
物
産
販
売
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、「
ロ
ー

カ
ル
to
ロ
ー
カ
ル

新
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
旗
印
の

も
と
、
両
町
の
イ
ベ

ン
ト
や
直
売
所
で
の

物
産
販
売
、
お
互
い
の
特

産
品
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開
発

を
進
め
、
行
政
間
だ
け
で
な
く
民

間
事
業
者
同
士
で
の
交
流
も
さ
ら

に
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
施
策

　

農
業
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、

将
来
の
農
業
の
在
り
方
や
農
地

の
利
用
方
針
に
つ
い
て
担
い
手

農
家
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
↓

最
適
化
推
進
委
員
の
み
な
さ
ま

な
ど
と
協
議
を
行
い
、
現
在
策

定
中
の
「
地
域
計
画
」
に
沿
っ

て
地
域
農
業
の
様
々
な
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

担
い
手
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
や
町
の
支
援
事
業
を
有

効
に
活
用
し
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

強
化
や
農
地
の
利
用
集
積
を
支

援
し
、
新
規
就
農
者
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
特
産
品
で
あ
る
ミ
カ

ン
、
マ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
販
路

拡
大
や
高
品
質
化
、
６
次
産
業

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
基
盤
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
農
業
生
産
条
件
等
が
不

利
な
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、

農
業
用
用
排
水
施
設
、
農
道
や

集
落
道
な
ど
の
整
備
を
一
体
的

に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
農
業

農
村
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
三
重
県
で
実
施

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
県
営

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
紀

宝
中
部
２
期
地
区
」
に
お
い
て
、

桐
原
地
区
頭
首
工
改
修
工
事
、
大

里
地
区
農
業
用
用
排
水
施
設
改

修
工
事
の
２
事
業
、
平
見
池
堤

体
改
修
工
事
実
施
の
た
め
の
同

事
業
の
計
画
変
更
の
法
手
続
き

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
三

重
県
と
農
業
者
の
方
々
と
の
連

携
を
密
に
し
、
円
滑
に
事
業
が

進
捗
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

獣
害
対
策

　

獣
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

猟
友
会
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

の
も
と
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ

カ
等
の
駆
除
に
対
し
「
有
害
鳥
獣

駆
除
補
助
金
」
の
支
給
や
、
箱
罠

の
貸
し
出
し
を
行
う
こ
と
に
よ

り
有
害
個
体
の
頭
数
減
少
に
努

め
る
と
と
も
に
、
農
作
物
被
害

が
あ
る
農
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

侵
入
防
止
柵
設
置
に
対
す
る
支

援
を
行
い
、
被
害
の
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
先
進
地
事
例
や
専

門
家
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

本
町
の
地
域
特
性
に
適
し
た
被

害
防
止
対
策
を
さ
ら
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
浅
里
地
区
地
滑
り
対
策

　

浅
里
地
区
地
滑
り
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
県
営
治
山
事
業
」

に
お
い
て
地
す
べ
り
箇
所
の
復

旧
工
事
を
進
め
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
令
和
７
年
度
に
お

き
ま
し
て
は
、
町
災
害
復
旧
事

業
と
し
て
被
災
し
た
箇
所
の
町

道
お
よ
び
林
道
の
災
害
復
旧
工

事
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
三
重
県
と
連
携
を

密
に
し
、
早
期
完
成
に
向
け
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
施
策

　

林
業
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
森
林
環
境
税
」
の
財
源
を
基
に

国
か
ら
配
分
さ
れ
る
「
森
林
環
境

譲
与
税
」
を
活
用
し
、
経
営
が
困

難
と
な
っ
て
い
る
森
林
へ
の
対
策

と
し
て
、
行
政
や
林
業
経
営
体
に

管
理
を
移
管
し
て
い
く
「
森
林
経

営
管
理
制
度
」
に
基
づ
い
た
森
林

整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
み
え
森
と
緑
の
県
民

税
」
を
活
用
し
た
事
業
で
は
、

町
民
の
み
な
さ
ま
の
生
活
に
密

接
に
関
連
す
る
公
園
や
通
学
路

な
ど
の
支
障
木
伐
採
を
は
じ
め
、

三
重
県
と
連
携
し
、「
災
害
に
強

い
森
林
づ
く
り
」
を
目
的
と
し

た
危
険
木
の
除
去
お
よ
び
周
辺

の
森
林
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
林
道
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
林
道
北
桧
杖
浅
里
線
の
舗

装
工
事
、
林
道
桐
原
浅
里
線
に
お

け
る
１
橋
の
橋
梁
修
繕
、
13
橋
の

点
検
・
健
全
度
診
断
業
務
お
よ
び

浅
里
地
区
地
滑
り
箇
所
に
お
け
る

災
害
復
旧
工
事
を
計
画
し
て
お

り
、
利
用
者
の
み
な
さ
ま
が
安
心

し
て
通
行
で
き
る
林
道
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
振
興

　

水
産
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
「
浜
の

活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

漁
業
者
の
み
な
さ
ま
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
漁
業
者
の
所
得
向

上
や
水
産
資
源
の
維
持
等
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ザ
エ
お
よ
び
ア
ワ

ビ
等
の
水
産
資
源
回
復
の
た
め

の
県
営
の
藻
場
造
成
事
業
や
浮

魚
礁
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
引

き
続
き
、
三
重
県
に
対
し
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
盤
整
備
事
業

　

町
の
基
盤
整
備
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
災
害
に
強
い
安
全
・
安

心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

を
基
本
目
標
に
、
社
会
基
盤
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
計
画
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
町
道
相
野
口
永
田
線

他
２
路
線
の
道
路
改
良
工
事
、
町

道
城
山
５
号
線
の
測
量
設
計
業

務
、
鵜
殿
地
区
日
高
橋
の
橋
梁
修

繕
工
事
、
鵜
殿
地
区
石
橋
の
橋
梁

修
繕
設
計
業
務
お
よ
び
修
繕
工

事
、
町
内
41
橋
の
点
検
・
健
全
度

診
断
業
務
、
町
道
東
堤
谷
線
他
15

路
線
の
排
水
路
改
良
工
事
、
町
道

藤崎町との交流

平成 29 年から特産品
を中心とした「ローカ
ル・トゥ・ローカル新
連携プロジェクト」を
青森県藤崎町と行い、
交流を深めています。

成
川
神
内
線
他
４
路
線
の
舗
装
工

事
、
町
道
東
矢
渕
線
他
１
路
線
の

法
面
対
策
工
事
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

成
川
深
谷
地
区
浸
水
軽
減
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
地

質
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
調
査

結
果
を
基
に
対
策
工
法
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
協

議
を
重
ね
、
事
業
の
進
捗
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

新
宮
紀
宝
道
路
・
紀
宝
熊
野
道
路

　

国
の
道
路
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
12
月
７
日
に
地
域
全
体

の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
熊
野
川
河

口
大
橋
を
含
む
、
一
般
国
道
42
号

「
新
宮
紀
宝
道
路
」
が
開
通
い
た

し
ま
し
た
。

　

事
業
推
進
に
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
み
な
さ
ま
方
に
、
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
か
ら
は
「
新
宮
市
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
よ
く
な
っ
た
」、「
交
通

量
が
分
散
さ
れ
新
宮
市
内
の
渋
滞

が
緩
和
さ
れ
た
」
な
ど
の
声
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
開
通
の
効
果
を

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
開
通
は
、
地
域
住
民
の

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
、
観

光
・
経
済
活
動
の
活
性
化
や
医
療

機
関
へ
の
搬
送
時
間
の
短
縮
に
よ

る
緊
急
医
療
活
動
の
支
援
、
台
風

や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
災
害
発

生
時
に
お
け
る
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
、
様
々
な
開

通
効
果
が
あ
り
、
こ
の
道
路
が
本

地
域
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る

「
命
の
道
」
で
あ
る
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
の
未

開
通
区
間
で
あ
る
一
般
国
道
42

号
「
紀
宝
熊
野
道
路
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
基
盤
整
備
課
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
「
新
宮
紀
宝
道

路
推
進
室
」
を
「
紀
宝
熊
野
道

路
推
進
室
」
に
変
更
し
、
早
期

工
事
着
手
お
よ
び
紀
伊
半
島
一

周
高
速
道
路
実
現
に
向
け
、
本

町
が
加
盟
す
る
各
同
盟
会
、
協

議
会
に
お
い
て
国
や
県
、
関
係

機
関
に
要
望
を
行
い
、
緊
密
な

連
携
の
も
と
、
さ
ら
な
る
事
業

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

河
川
事
業

　

河
川
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
新
宮
川
水
系
（
熊
野
川
）
河
川

整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
ハ
ー

ド
整
備
に
よ
る
浸
水
被
害
軽
減

対
策
と
し
て
、
引
き
続
き
、
河

道
掘
削
等
を
実
施
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

県
事
業

　

三
重
県
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
道
路
事
業
で
は
県
道
小
船
紀

宝
線
浅
里
バ
イ
パ
ス
整
備
を
は
じ

水産振興

「浜の活力再生プラ
ン」に基づき、漁業
者の所得向上や水産
資源の維持の取り組
みなどを進めていき
ます。

合同就職説明会

町商工会では、人材
が不足し、採用が困
難となっている町内
企業の課題に対応す
るため合同就職説明
会を開催しました。

紀宝町の基本方針 所信表明

一般国道 42 号
新宮紀宝道路

令和６年 12 月に熊
野川河口大橋を含む、
一 般 国 道 42 号「 新
宮紀宝道路」が開通
しました。
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